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お問い合わせ：dterauchi@nifty.com（寺内大輔）

参考ウェブサイト：http://dterauchi.com

音遊び，音楽づくり，自由即興演奏に関するワークショップ

　講師：寺内大輔または寺内大輔＆三宅珠穂

対象：未経験者～専門家まで

　　　教員または教員志望の学生

　　　ダンサー

これまで，最も頻繁におこなってきたワークショップです。

　参加対象は，子どもから高齢者まで幅広く，音楽経験も未経験者から音楽家まで様々です。

簡単なルールに基づいた演奏や音楽ゲームを通して, 表現の幅を拡げることを目的としています。

これまでの主な講師歴

○ 大学・学校

・福山市立福山女子短期大学生活創造学科音楽コース（04年7月，広島）

　　　　・聖ヨゼフ学園高等学校（05年10月，神奈川）

・韓国・Paichai大学，Sekwang音楽院，テグ芸術大学（08年10月，テグ）

・広島大学教育学部（08年11月，09年10月，広島）
○ 教員を対象としたもの

　　　　・広島県立教育センター，広島県立教育センター平成24年度専門研修講座
「さらに充実！音楽づくり（創作）の授業づくり」（対象：小学校教員）（12年11月）
　　　　・福岡県小学校音楽教育研究会「平成26年度　県小音研夏季講座『つくって表現しよう！音楽づくりのポイント』」

（対象：小学校教員）（14年8月）
・福山市学校教育研究団体連絡協議会，「中学校音楽研究会夏季研修会『創作』」（対象：中学校教員）（14年9月）
・香小研仲善支部「夏季研修会（音楽部会）『音遊び・音楽づくりワークショップ』」（対象：小学校教員）（15年8月）
・大竹市・廿日市市教育研究会小学校部会音楽部「研修会『鍵盤ハーモニカの活用』」（対象：小学校教員）（15年8月）
　　　　ほか多数
○ 一般を対象としたもの

・エリザベト音楽大学エクステンションセンター

「音と遊ぶ～自由即興演奏へのアプローチ～」（04年5月）　　

・ワークショップ「音と遊ぶ～自由即興演奏へのアプローチ～」

（05年10月，11月，東京，姫路，広島，呉）

・Plan U企画シリーズ「ツキイチ即興ナイト！」（08年4月～09年3月, 呉）
・Special Colors パフォーミングナイト「表現の意味を考える」（08年6月，東京）

・広島市東区民文化センターサポートクラブワークショップ

「音と遊ぶ～自由即興演奏へのアプローチ～」（09年3月，広島）

・広大アートファーム「音を感じる・音で遊ぶワークショップ」（09年10月，東広島）
・「音遊びオーケストラ in 安芸津」（12年7月～13年3月，東広島）

○ 小学生を対象としたもの

・NHKテレビ放送のためのワークショップ「廃品を使って楽器を作ろう」（09年8月，広島）

・アサヒビール主催「あいのてさんとはつかいち音遊び楽団」（共同ファシリテート：三宅珠穂）（09年11月，広島）
・東広島市教育委員会生涯学習部芸術家出張授業「音と遊ぶ」
東広島市立久芳小学校，東広島市立西条小学校（共同ファシリテート：平田裕子，三宅珠穂）（13年9月，11月）
　　　　・呉市立川尻小学校4年生「洋楽鑑賞会」（14年9月）

・広島市映像文化ライブラリーワークショップ「おんがく探検隊」（共同ファシリテート：三宅珠穂）（14年8月，広島）
・くちたにこにこくらぶ主催，広島市手をつなぐ育成会安佐北区支部子供会共催
　　「作曲家・即興演奏家　寺内大輔氏による音楽あそび，音を出してあそぼうぜ！！」（15年3月，広島）

・越谷市立川柳小学校4年1組，音楽づくりワークショップ（15年10月，埼玉）

○　音楽祭，研究発表大会など

・クリエイティブ・ミュージック・フェスティバル

「朝の目覚ましセッション」（04年8月），「クリエイティブ合唱団」（07年8月）

・C.Ico. 大蒟蒻とエンペラ「音と遊ぶ～自由即興演奏へのアプローチ～」（03年12月）

・静岡大学付属島田中学校教育研究発表大会

「声の表現の表現の可能性～寺内大輔の実践より～」（07年11月，静岡）
・コンタクト・インプロヴィゼーション・フェスティバル・ジャパン2009

「音と遊ぶ～自由即興演奏へのアプローチ～」（09年2月，東京，金沢）
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2005年に行われたワークショップのチラシ
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	2008年，韓国で行われた自由即興演奏ワークショップ。

対象は一般の子ども～大人
	2008年，韓国で行われた自由即興演奏ワークショップ。

対象は芸術療法協会会員。図形楽譜による演奏。
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	2009年，アサヒビール主催ワークショップ

「あいのてさんとはつかいち音遊び楽団」

ハンドサインによる指揮に基づいた演奏


	2009年

東区民文化センターサポートクラブワークショップ

「音と遊ぶ～自由即興演奏へのアプローチ～」
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2009年，NHKテレビ放送「お好みワイドひろしま『夏休み子ども探検隊』」のためのワークショップ

「廃品を使って楽器を作ろう」
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広島の文化情報誌「To You」2009年3月号表紙

記事では，自由即興演奏ワークショップのことが紹介されています

ゲーム作品やスコア・スクローラーに関するワークショップ
　講師：寺内大輔または寺内大輔＆三宅珠穂

対象：未経験者～専門家まで

　　　教員または教員志望の学生

　　　ダンサー

　

　様々な音楽家・音楽教育家が考案したゲーム作品で演奏を楽しんだり，それらをヒントにして自らゲーム作品を考案したりするワークです。これらのワークは，私の演奏活動のみならず，09年度に広島大学大学院教育学研究科で担当した講義「学習材開発セミナー」の経験にも基づいています。

　また，私が考案したスコア・スクローラーという楽譜提示装置を用いた演奏や遊びを行うワークもございます。

これまでの講師歴

○　一般を対象としたもの

・広島きらきら母交響楽団「ゲーム作品であそぼう」（08年5月，広島）

○　音楽祭，研究発表大会など

・クリエイティヴ・ミュージック・フェスティバル

「スコア・スクローラーによる即興演奏」（07年8月，滋賀）

・コンタクト・インプロヴィゼーション・フェスティバル・ジャパン2009

「ゲームピースを作ろう」（09年2月，東京，金沢）
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スコア・スクローラー（写真左）と

2007年のクリエイティヴ・ミュージック・フェスティバルで行われたスコア・スクローラーを用いた即興演奏（写真右）
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広島きらきら母交響楽団のメンバーを対象としたワークショップ

写真は，J. ゾーンが考案した即興演奏のための作品「コブラ」を演奏している様子。

口琴に関するワークショップ

　講師：寺内大輔

対象：口琴初心者

　私は口琴の専門家ではありませんが，趣味が高じて口琴のワークショップをするようになりました。対象は初心者です。江戸時代に出された口琴禁止令，ベートーベンの作曲の先生でもあるアルブレヒツベルガーの口琴コンチェルト，驚愕の新奏法「くちづけ口琴」などなど，口琴にまつわる様々なエピソードを紹介しながら，演奏を楽しみます。

これまでの講師歴

○　一般を対象としたもの

・Plan U企画シリーズ「口琴やろうぜ」（08年1月, 09年5月,呉）

・箱崎水族館ワークショップ「口琴やろうぜ」（09年5月,福岡）

○　小学生を対象としたもの

　　　　　・Radio Rietveld音楽作りワークショップ（07年1月，アムステルダム現代美術館）
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口琴ワークショップで用いる様々な口琴
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	音楽作りワークショップ「Radio Rietveld」

アムステルダム現代美術館
	驚愕の新奏法「くちづけ口琴」


箱崎水族館喫茶室ワークショップ
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世界中に分布している不思議な楽器、口琴。

日本では、江戸時代「びやぼん」と呼ばれていました。

あまり有名でない楽器でありながら、この「びよょ～～ん」という音色は、

誰もが一度は聴いたことのある懐かしく暖かい響きを持っています。

口琴による愛の告白、江戸幕府による禁止令、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうがく),驚愕)の新奏法「くちづけ口琴」、

埼玉のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いせき),遺跡)から出土した平安時代の口琴とは、、、、

などなど、口琴にまつわる様々な興味深いお話をご紹介します。

お話の後は、参加者の皆様に口琴を体験して頂き、簡単な合奏を楽しみましょう。

口琴は、簡単な楽器ですので、どなたでもすぐに音が出せます。

（当日用いる口琴はこちらで準備いたしますので、お持ちでない方でも大丈夫です。もちろん、経験者も大歓迎です）

皆様、ぜひご参加ください！
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チラシ
音楽鑑賞講座，その他のレクチャー
　講師：寺内大輔

対象：どなたでも

　音楽鑑賞講座です。テーマに沿ったレクチャーとＣＤ鑑賞をおこないます。

また，専門分野に関するレクチャーもあります。

これまでの講師歴

　
○　一般を対象としたもの

・広島市文化財団主催，映像文化ライブラリーレコードコンサート（99年～，広島）

　　　　「20世紀音楽における声」（99年7月），「20世紀ピアノ音楽の実験」（00年7月）

　　　　「越境の演奏家たち」（01年6月），「カノンとフーガ　～追いかけっこの音楽～」（03年1月）

　　　　「西洋人の見た東洋」（03年11月），「電子音楽の歴史」（04年7月），「色彩の打楽器」（08年6月）

・NHK広島文化センター (00年～01年，広島)

　　　　「西洋音楽の旅～グレゴリオ聖歌から現代まで～」，「西洋音楽の旅～現代からの音楽鑑賞～」

○　音楽祭，研究発表大会など

・作曲フォーラム'99「寺内大輔作曲，糸～3本のクラリネットのために～」ほか（99年，東京）

・第13回大邱国際音楽祭2003「寺内大輔の音楽」（03年，韓国）

・ジョグジャカルタ現代音楽祭2008「20世紀声楽作品における様々な表現」（08年10月，インドネシア・ジョグジャカルタ）


映像文化ライブラリーレコードコンサート

「色彩の打楽器」

プロフィール(2015年10月)

寺内 大輔 （てらうち だいすけ）

作曲家，即興演奏家。

エリザベト音楽大学卒，同大学大学院修了。

作曲を，伴谷晃二，近藤譲，クラース・デ・ヴリーズ，ヴィム・ヘンドリクスの各氏に師事

音楽は，室内楽，パフォーマンス作品，即興演奏，校歌など，多岐に渡る。

呉市立白岳小学校非常勤講師、エリザベト音楽大学非常勤講師などを経て、2004年に渡欧。アムステルダム拠点とした音楽活動を展開し、2007年に再び日本に居を移した。

その後、広島大学大学院、広島県立呉特別支援学校、福山平成大学、広島文化学園大学非常勤講師，広島県立大柿高等学校などでの非常勤講師を経て、現在は、広島大学教育学部・同大学院教育学研究科准教授。

パフォーマンスグループ暗闇二人羽織，作曲家集団PORT，ヒロシマ・アンサンブル・レゾナンス，広島芸術学会，日本音楽表現学会，日本音楽即興学会，日本音楽教育学会に所属。

Plan U企画アドバイザー。CMF（クリエイティヴ・ミュージック・フェスティバル）オーガナイザー。
作曲分野では，「糸」(1998)（「作曲フォーラム’99」プレゼンテーション作品，99年 東京），「蔦」(2002)（第13回大邱国際現代音楽祭2003招待作品，03年韓国），「流れ」(2001/2005)（ジョグジャカルタ現代音楽祭2005入選作品，05年インドネシア）など室内楽作品の他，パフォーマンスのための作品，即興演奏のための作品，水族館やパソコンソフトのBGMなどに及ぶ。また，寮歌，校歌も積極的に手がけており，「呉青山中学・高等学校校歌」(2002)，「広島県安芸高田市立美土里小学校校歌」(2003)，「広島県呉市立明立小学校校歌」(2005)などを作曲(作品一覧のページには、これまでの作品リストが掲載されています)。

即興演奏分野では，声を中心とした様々な楽器の持ち替えによるスタイルで，コンサートホールのみならず，クラブや美術館，路上にいたるまで様々な場所での演奏を行う。「詩のボクシング」（02年広島，02年東京，04年沖縄，14年北海道），第13回大邱国際現代音楽祭オープニングコンサート（03年韓国），国際詩人フェスティバル「炎の舌」（05年アムステルダム），デンマーク直観音楽会議（05年デンマーク）,国際現代芸術祭「PLARTFORMA」（06年リトアニア），「Trytone Festival」（07年アムステルダム）などで演奏。異分野との共演に興味を抱き，西洋音楽の音楽家だけでなく，邦楽器奏者，インド音楽奏者，コンピュータ音楽家，舞踏家，詩人，書道家，ファッションデザイナーなど，様々な表現者と共演を行っている。2006年には、エッセイ「自由即興演奏の方法～寺内大輔の実践より～」を執筆（エリザベト音楽大学研究紀要XXVII号に掲載）。

音楽教育分野では，99年から02年にかけて，呉市立白岳小学校非常勤講師を勤め，5・6学年と障害児学級の音楽を担当。集団即興演奏を軸とした児童器楽合奏のための作品「渦」（2000）は，同小学校５年生106名によって演奏された。同時期，エリザベト音楽大学の，音楽理論とソルフェージュを融合させた基礎教育システム「音楽家の耳　トレーニング」の開発に携わり，課題集を出版（近藤譲監修，春秋社刊）。その後もエリザベト音楽大学非常勤講師として同教育システムによる授業を担当しながら，同システムの普及のため，音楽講師のためのセミナーや「指導の手引き」執筆などの，様々な活動を行う。社会人教育にも積極的で，NHK広島文化センター，エリザベト音楽大学エクステンションセンター，広島市映像文化ライブラリーなどでも，即興演奏，作曲，音楽鑑賞などの講師を勤める。近年は即興演奏指導に力を注ぎ，05年，ワークショップ「音と遊ぶ～自由即興演奏へのアプローチ～」を全国４箇所（東京，姫路，広島，呉）で開催。07年には、アムステルダム市立美術館にて、小学生を対象とした即興演奏ワークショップの講師を務めた。11年には、初の単著「音楽の話をしよう～10代のための音楽講座～」を出版。2012年7月～2013年3月，音遊びオーケストラ in 安芸津のファシリテーターを務めた。

その他，美術分野と関わった創作活動にも積極的で，自作の楽譜提示装置「Score scroller」（2006）と、それを用いた作曲作品「One day closer to paradise」（2006）（オランダ国立美術館にて発表、06年アムステルダム）、ヴィデオ作品「くちづけ口琴」（2006）（映像フェスティバル「Filmer la musique」入選作品，07年パリ）、酒蔵の貯蔵タンクに自作の自動演奏装置「タタッキー」を取り付けた作品「海」（2009）（賀茂鶴酒造吉富蔵にて発表，09年広島）などがある。2010年には，Asahi Art Square「Grow up!! Artist Project 2010」のサポートアーティストに選ばれ，前述の「Score scroller」のための「ことばの遊びII」（2010）など数点の作品制作を通して研鑽を積んだ。
http://dterauchi.com
出版物
　CD「糸　寺内大輔作品集I」[HALE-006CD] （99年，Haleレーベル）。
　CD「言葉を用いない詩　寺内大輔声小品集」［solacd-001］（02年，solaレーベル）
　ダウンロードCD「Michal Osowski Collective, Live at White Elephant」[aylDL-043]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     （07年，スウェーデン・Ayler records）
　楽譜「流れ～ヴァイオリンとピアノのために～」（06年，マザーアース株式会社）
　楽譜「王の主題～サクソフォンのために～」（07年，マザーアース株式会社）
　楽譜「小さな刺青～ヴァイオリン, クラリネット, ピアノのために～」（07年，マザーアース株式会社）
　楽譜「糸～3本のクラリネットのために～」（08年，オランダ・ドネムス社）
楽譜「粘着～2本のフルートのために～」（13年，マザーアース株式会社）
　共著「音楽家の耳　トレーニングPart 1, Part 2」近藤譲監修，エリザベト音楽大学編（02年，春秋社）
共著「＜音楽家の耳＞トレーニング　指導の手引き　グレード1～8を中心に」（04年，エリザベト音楽大学編）
共著「＜音楽家の耳＞トレーニング　指導の手引き　グレード1～8を中心に, 課題別学習」　
（05年，エリザベト音楽大学編）
共著「新版　音楽家の耳トレーニングPart 1, Part 2」近藤譲監修，エリザベト音楽大学編（08年，春秋社）

論文・エッセイ

　自由即興演奏の方法～寺内大輔の実践より～（07年，エリザベト音楽大学研究紀要第27巻）
　他者に聴かれることを意図しない音楽の可能性－寺内大輔の3作品による例証と考察－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（08年11月，日本音楽表現学会「音楽表現学Vol. 6」）

　インターネットテレビ電話を利用した遠隔共演の特徴と可能性

─自由即興演奏コンサート「東京－広島てりんぷろ Tel-impro」の報告を通して－

（09年11月，日本音楽表現学会「音楽表現学Vol. 7」）
　児童の多様な表現を引き出す即興的表現活動の可能性―ジョン・ゾーン《コブラ》（アマチュア版）の制作と小学校音楽科における実践（15年8月，日本音楽教育学会「音楽教育実践ジャーナル」 Vol. 13，no.1）
　　

学会発表

　声の即興演奏（02年，日本音楽表現学会）

　声の表現の可能性（07年，日本音楽表現学会）

　他者に聴かれることを意図しない音楽の可能性－寺内大輔の3作品と実践より－（08年，日本音楽表現学会）

　頭の中での即興演奏（08年，日本音楽即興学会設立集会）

　インターネットテレビ電話を利用した遠隔共演の試み

　　　　─自由即興演奏コンサート「東京－広島　てりんぷろ Tel-impro」の報告─

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（09年，日本音楽表現学会）

　マルチ・イディオマティック・インプロヴィゼーション

─集団即興演奏における，多様式混在表現の考察─（09年，日本音楽即興学会）


放送など
　NHKBS2,NHK教育テレビ「詩のボクシング６」（02年に度々放送）
　RCCラジオ「横山雄二のお好みトーク」出演（02年，3月31日放送）
　RCCラジオ「本名正憲のきょうもゴゴイチ」出演（03年，8月13日放送）
　ラジオOrange 94.0（ウイーン）「connex（寺内大輔の音楽）」（05年，6月7日放送）
　ラジオAmsterdam Seaport FM(アムステルダム）「Rabel Radio（寺内大輔の音楽）」出演（05年，7月10日放送）
　ラジオRadio Rietveld（アムステルダム）「寺内大輔の音楽」（06年11月27日放送）
　ラジオRadio Rietveld（アムステルダム）「Inspector Casino's Detective Show」（06年12月26日放送）
　ラジオRadio Rietveld（アムステルダム）「Picture my ear」出演（07年1月～3月に度々放送）
　NHK広島「お好みワイドひろしま」出演（09年8月18日19日放送）

　NHK広島「おはようちゅうごく」出演（09年8月22日29日放送，前述「お好みワイドひろしま」と同内容）

三宅 珠穂 （みやけ たまほ）

作曲家、即興演奏家。

相愛音楽大学作曲専攻卒業。同専攻科修了。

作曲を松村禎三、山田光生、安田順子、クラース・デ・ヴリーズの各氏に師事。

"深新会関西”、"作曲家集団PORT"、"Hiroshima Ensemble Resonance" 同人。

2004年、クラリネットとチェロのための「Two or More」が韓国・大邱国際音楽祭の「世界の若い作曲家コンサート」に招待。2005年、弦楽四重奏のための「Uncountable」が、インドネシア・ジョグジャカルタ現代音楽祭に入選。2006年、2本のヴァイオリンと打楽器のための「b. 」が、イタリア・トリノのI. C. O. M. S国際作曲コンクール特別賞受賞。

即興演奏活動では、ピアノ、テルミン、チェロ等様々な楽器を使い、これまで、琴などの和楽器を含む様々な楽器の演奏家、書道家、ダンサーなどと共演。ファッションショーの音楽などＢＧＭも手がける。2006年3月のロッテルダムのライブバー、White elephantでの即興演奏の録音は、スウェーデンのレーベル、Ayler recordsよりダウンロード・リリースされている。

音楽教師としては、ヤマハピアノ教室講師を13年務めた後、三宅珠穂音楽教室を設立。子どもからお年寄りまで、幅広い生徒を対象として、ピアノ・作曲・即興演奏・音楽理論・ソルフェージュなどの指導を行っている

http://www.hi-ho.ne.jp/tamaho/
お問い合わせ： dterauchi@nifty.com （寺内大輔）

講師プロフィール





寺内大輔（てらうちだいすけ）





作曲家，即興演奏家。エリザベト音楽大学大学院修了。


音楽は，室内楽，パフォーマンス作品，即興演奏，校歌など，多岐に渡る。


呉市立白岳小学校非常勤講師、エリザベト音楽大学非常勤講師などを経て、2004年に渡欧。アムステルダム拠点とした音楽活動を展開し、2007年5月に再び日本に居を移した。これまで、日本を含む11カ国で作品発表や公演を行っている。CD、楽譜数点が国内外で好評発売中。


広島芸術学会，日本音楽表現学会、日本音楽教育学会，日本音楽即興学会などに所属。現在、九州大学大学院芸術工学府博士後期課程在学中、福山平成大学非常勤講師、広島大学非常勤講師、呉特別支援学校非常勤講師。http://dterauchi.com
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対象年齢：小学校中学年～大人


日時：5月9日（土） 19時～21時


場所：箱崎水族館喫茶室（福岡市東区箱崎1-37-21）


　　　092-986-4134


参加費：1000円


お申し込み・お問い合わせ：





※お申し込みなしでも参加できますが、楽器の準備の関係上、なるべくご連絡


　をお願いいたします。


※時刻が遅いため、中学生以下の方は、保護者の方もご一緒にご参加ください。
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